










































296 名，行方不明者；約 196 名．津波などで住宅約

















































































































の南に属し，福島第 1原発から約 40 ～ 50 km南下
した地区の避難所を主に回りました．4月 8 日時点
で 2806 人の避難者が 47 の避難所に分散され，1避






















　また第二陣は，平成 23 年 5 月 14 日～ 17 日，福
島県相馬市にて，岩波明准教授 1名が活動に参加し
ました．相馬市は原子力発電所のある地域から北に



















松 岡 　隆（医師） 




















































































































































































　日時：（4月 15 日（金）8：00 ～ 16：00）
　　　　（4月 16 日（土）8：00 ～ 16：00）












 活動内容：4 月 15 日から 4 月 17 日の 3 日間の予








で，一世帯につき 5～ 10 分程お話しを伺いました．
被災した方々は，心身共に疲れきっている印象でし
たが，片付けの手を止めて調査に協力してください
ました．訪問した世帯の半数以上は不在でした．調
査結果は市役所の本部に持ち帰り，本部のスタッフ
と班員とで話し合い，特に緊急に介入が必要な 1世
帯の報告を行ないました．
　感想：調査員として，被災した各世帯の状況を市
へ伝え，早急な介入が必要な方を発見し，支援が届
くためのお手伝いができて良かったと思いました．
しかし，今回は早急な介入の必要性はないと判断さ
れても，大半が医療面・生活面，全てにおいて，支
援が必要な方々でした．被災地を訪れ，そこで暮ら
す方々に会って，生活を立て直していくには，時間
と今回のような協力が継続的に必要であると感じま
した．
